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ネットでの情報収集はワクチンに対する信念を強め、接種⾏動に影響する 
 

COVID-19 ワクチン接種プログラム初期には、ネット上でさまざまな情報が発信されており、それら
との接触が、ワクチンの接種意向に影響を及ぼすことが分かりました。また、時期の経過とともに、⼈々
はワクチンに対する⾃⾝の信念に合致する情報を閲覧し、さらに信念を強めていたことも解明しました。 

 

2020 年にパンデミック宣⾔された新型コロナウイルス（COVID-19）に対する⽇本でのワクチン接
種プログラムは、2021 年から始まりました。当時、対⾯での⾏動が制限されていたこともあり、イン
ターネットが主な情報源となっていました。しかし、さまざまな情報があふれる中、どのような情報が
ワクチン接種意向に影響を与えるかは明らかになっていませんでした。そこで本研究では、接種プロ
グラム開始直後から６か⽉間、3 波に及ぶ縦断調査を⾏い、⼈々がどのような情報に触れ、また情報と
の接触がワクチン接種意向に影響を及ぼすかを分析しました。  

その結果、当時のワクチンに関するネット上の情報は、①ワクチンに関する専⾨性の⾼い情報（専⾨
性情報）、②⾃⾝がいつどこで接種できるのかという可⽤性に関する情報（可⽤性情報）、③海外・国
内での普及状況に関する情報（普及性情報）、の３種に分類されました。このうち、専⾨性および普及
性情報は、ワクチンに対する否定的な信念を強め、接種意向を低めたのに対し、可⽤性情報はワクチン
への肯定的な信念を強め、接種意向を⾼めていました。 
 また、情報収集によりワクチンへの肯定的な信念や接種意向が⾼まるほど、その後も可⽤性情報を
収集しようとしやすく、それによりさらにワクチンへの肯定的信念が⾼まっていました。つまり、情報
に触れることでワクチンへの信念が強まり、その信念に合致する内容の情報収集が促され、そのこと
がまた信念を強める…といった循環的な影響過程の存在も⽰唆されました。 
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 研究の背景  
WHO（世界保健機関）によると、ワクチン接種は、疾病予防における最も費⽤対効果の⾼い⽅法であ

るとされています。しかし、新型コロナウイルス（COVID-19）の流⾏以前から、⽇本は、世界の中でも
ワクチンに対する信頼の低い国の⼀つであることが報告されており、分析や対策が必要とされています。 

ワクチンの接種意向がどのように⽣じるかについては、健康信念モデル注１などの理論によって説明さ
れてきました。しかしこういった従来の理論だけでは⼗分に説明がつかない要因の⼀つが、インターネッ
ト情報の影響です。パンデミックにより迅速に開発された COVID-19 ワクチンは、パンデミック終息へ
の⽷⼝として期待される⼀⽅で、さまざまな懸念も⽣み、特に副作⽤や安全性への懸念はインターネット
を通じて広がっていました。また、多くの検索も活発になされ、さらに誤情報が拡散されたことも知られ
ています。そのような状況の中、⽇本の⼈々がインターネット上でどのような情報に触れているかを整理
し、また、それらの情報に触れることでワクチンの接種意向にどのような影響が⽣じていたのかについ
て、詳細に検討した研究はこれまで⾏われていませんでした。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、アメリカの先⾏研究にならい、健康信念モデルをはじめとする複数の理論を統合すると同
時に、インターネット上の情報の影響も加味して、どのよう⼼理的過程を経てワクチンの接種意向が⽣じ
るのかについて調査しました。Web 調査会社を通じて集められた、各都道府県における⼈⼝統計に基づ
き、全国の 25 歳から 64 歳までの⼀般成⼈男⼥ 990⼈を対象としました。 

調査ではまず、ワクチン接種に関するインターネット上の情報がどのようなものであったのかについ
て、統計的なデータ分析に基づいて分類を⾏いました。その結果、インターネット上で閲覧・収集されて
いた情報は、①ワクチンにまつわる専⾨性の⾼い情報（専⾨性情報）、②⾃⾝がいつどこで接種できるの
かという可⽤性に関する情報（可⽤性情報）、③海外および国内の普及状況に関する情報（普及性情報）
という、3つのカテゴリーに分かれました。 

さらにこれらの情報は、ワクチンへの信念や接種意向に対してそれぞれ異なる影響を与えていました。
専⾨性情報や普及性情報に触れることは、時期によっては、「個⼈および社会にとって利益がある」とい
う認知を低め、ワクチンへの態度や接種意向を低めている可能性もあることがわかりました。しかしその
⼀⽅で、「⾃分が、いつどこで接種できるのか」という点についての可⽤性に関する情報に触れることは、
個⼈・社会にとって利益をもたらすという認知を⾼めると同時に、ワクチンが安全かどうかという懸念を
低めており、結果としてワクチン接種意図を⾼めることが確認されました（図１）。さらに、この可⽤性
情報は、ワクチンへの信念・態度を肯定的な⽅向へと変容させるように働くことで接種意図を⾼めるとと
もに、その後にも、同様の可⽤性情報への接触を促進し、それによってさらに接種意図も⾼まっていく…
というように、ポジティブに循環しあいながら両者が⾼まっていくという影響も確認されました（図２）。 

この結果は、インターネット上の情報は内容によってワクチンへの信念に異なる影響を及ぼすととも
に、時としてワクチンに関する専⾨性の⾼い複雑な情報や、「海外ではすでに普及しているが、国内での
普及はまだまだ遅れている」という情報に触れ続けることは、かえってワクチン接種意向を低めてしまう
可能性もあることを⽰唆しています。しかし、ワクチンに関して「ここで、こうすれば接種できる」など、
⼈々にとって⾝近なものと感じられるような可⽤性に関する情報を伝えていくことで、接種意向を⾼め
つつ、また次の接種機会に向けてさらなる情報の収集を促進する可能性もあることが⽰されました。 
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 今後の展開  
COVID-19 パンデミック以前より、ワクチンの接種意向に関する研究は世界的にも進められてきまし

たが、主たる情報源であるインターネット情報について、その内容に着⽬した検証は⼗分ではありません
でした。また、収集した情報が信念を形成し、形成された信念がさらなる情報収集を促すという循環的な
関係について、実証的データに基づく検討も決して多くはありませんでした。しかし本研究の結果は、こ
れらの問題について解明し貢献するものであると同時に、今後新たなパンデミックが起き、同様にワクチ
ンが開発された際における⼈々の⼼理や、その中で⽣じるインターネットの影響を予測する⼿がかりと
なる⽰唆を提供するものです。今後はこれらの知⾒を踏まえ、情報収集がもたらす影響が顕著となるであ
ろうと考えられる他のワクチンにおいても解明していく予定です。こうしたプロセスの解明は、多くの
⼈々に最新の情報を提供する役割を担うサイエンスコミュニケーターや専⾨家、ひいては医療現場への
貢献にも資するものと期待されます。 

 
 参考図  

 
図１ インターネット情報がワクチンへの信念に及ぼす影響 
 
 

 
図２ ワクチン接種の可⽤性情報とワクチンへの信念がポジティブに⾼め合う循環的影響 
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 ⽤語解説  
注１）  健康信念モデル（health belief model: HBM） 

健康につながる⾏動を⾼めるプロセス・要因を説明する健康⾏動理論の⼀つ。ワクチン接種をはじめ、
健康診断の受診や禁煙、⾷事制限などの健康⾏動全般を予測する際にも使⽤される。またこのモデルの
中では、「疾患に罹患する可能性（感受性）」や「罹患した際にどのくらい深刻な症状が発⽣するか（重
⼤性）」、「その⾏動を⾏うことで個⼈や社会にどんな利益があるか」、「その⾏動にはどんな懸念や
コストが伴うか」という要因が、それぞれに健康⾏動の実⾏に影響を及ぼすとされている。 
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